
神
戸
女
学
院
大
学
音
楽
学
部

子
ど
も
の
定
め
の

コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ

ス
⑨
ャ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

「
子
ど
も
の
た
め
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
ル
ー
ト
の
魅

力
を
満
喫
し
よ
う
！
」
（
子
ど
も
の
た

め
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
第
三

十
二
回
）
を
十
月
十
五
日
（
土
）
十

五
時
よ
り
講
堂
で
開
催
し
ま
し
た

（
来
場
百
三
十
七
名
）
。

出
演
は
フ
ル

l
テ
イ
ス
ト
の
複
田

雅
祥
本
学
音
楽
学
部
教
授
を
中
心
に
、

大
学
院
音
楽
研
究
科
生
二
名
と
音
楽

学
部
生
十
名
の
計
十
二
人
の
学
生
た

ち
で
す
。
「
い
ろ
い
ろ
な
時
代
の
さ
ま
ざ
ま

な
フ
ル
ー
ト
を
紹
介
し
な
、
が
ら
、
楽

し
い
お
話

と
す
ぐ
れ

た
演
奏
で
、

音
楽
の
お

も
し
ろ
さ

を
お
届
け
し
ま
す
」
と
い
う
趣
旨
で

行
わ
れ
た
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
バ

ロ
ッ
ク
時
代
の
木
製
の
フ
ル
ー
ト
か

ら
近
代
の
金
属
製
の
フ
ル
ー
ト
ま
で

を
紹
介
し
て
、
各
楽
器
に
ふ
さ
わ
し

い
曲
を
順
に
聞
い
て
い
く
と
い
う
大

変
に
賛
沢
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

フ
ル
ー
ト
に
つ
い
て
の
導
入
の
お

話
の
後
、
ま
ず
は
フ
ラ
ン
ス
・
バ
ロ

ッ
ク
の
作
曲
家
ジ
ヤ
ツ
ク
1
マ
ル
ク

ン
・
オ
ッ
ト
テ
l
ル
の
《
ト
リ
オ
・

ソ
ナ
タ
》
を
神
戸
女
学
院
大
学
古
楽

同
好
会
パ
ロ
ッ
カ
ー
ズ
（
回
問
。
告
再
w
N
）

（
オ
ッ
ト
テ
l
ル
・
フ
ル
ー
ト
・
榎
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神戸女学院大学音楽学部
アウトリ チ・センタ

田
雅
祥
お
よ

び
大
学
院
音

楽
研
究
科
二

年
樋
口
愛
、

チ

ェ

ン

バ

ロ
・
同
二
年

須
山
由
梨
）

が
演
奏
。
続

い
て
ヨ
ハ

ン
・
ゼ
パ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
の

《
ロ
ン
ド
と
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
》
を
ク
ヴ

ア
ン
ツ
・
フ
ル
ー
ト
・
榎
田
雅
祥
、

チ
ェ
ン
バ
ロ
・
須
山
由
梨
で
演
奏
し

ま
し
た
。
ク
ヴ
ア
ン
ツ
は
プ
ロ
イ
セ

ン
の
フ
リ
l
ド
リ
ッ
ヒ
大
玉
の
フ
ル

ー
ト
の
先
生
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物

で
、
バ
ッ
ハ
も
晩
年
に
次
男
坊
の
カ

ー
ル
・
フ
イ
リ
ッ
プ
・
エ
マ
ヌ
エ
ル
・

バ
ッ
ハ
を
ベ
ル
リ
ン
に
訪
ね
た
際
に

出
会
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の

作
曲
家
ジ
ャ
ン
・
ル
イ
・
ト
ゥ
ル

l

の
書
い
た
《
「
ナ
ブ
ツ
コ
」
に
よ
る
幻

想
曲
》
を
ト
ゥ
ル

l
自
身
が
制
作
し

た
フ
ル
ー
ト
で
演
奏
（
ト
ワ
ル

l
・

フ
ル
ー
ト
・
榎
田
雅
祥
、
ピ
ア
ノ
・

須
山
由
梨
）
。
ト
ク
ル
i
は
ベ

i
ム
式

の
フ
ル
ー
ト
を
嫌
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス

独
自
の
フ
ル
ー
ト
を
守
ろ
う
と
し
た

人
物
で
す
。

日
本
の
歌
〈
花
〉
〈
紅
葉
〉
（
フ
ル

ー
ト
・
山
川
美
和
、
ピ
ア
ノ
・
須
山

B
E
B
E
E－
－
翻
由
梨
）
の
二
曲
に

・
・
・
・
・
圃
・
冒
続
い
て
は
、
十
九

・
・
・
・
圃
圃
・
通
世
紀
後
半
か
ら

・
関
幽
・
・
・
聞
温
二
十
世
紀
初
頭

・
・
園
町
圃
・
・
圃
訟
に
か
け
て
フ
ラ

・
・
岡
l
・
・
・
箇
ン
ス
で
活
躍
し

・
・
・
・
・
園
田
露
た
ポ
l
ル
・
タ
フ

za－
－

！

ア

ネ

ル

が

書

い

た
《
「
優
雅
な
イ
ン
ド
の
人
々
」
に
よ

る
幻
想
曲
》
（
フ
ル
ー
ト
・
榎
田
雅
祥
、

ピ
ア
ノ
・
須
山
由
梨
、
タ
ン
バ
リ
ン
・

佐
野
里
穂
）
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
作
曲

家
フ
ラ
ン
ツ
・
ド
ッ
プ
ラ
ー
が
旅
の

思
い
出
を
曲
に
し
た
《
リ
ギ
の
思
い
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出
》
（
フ
ル
ー
ト
・
樋
口
藍
、
ア
ル
ト
・

フ
ル
ー
ト
・
庚
瀬
紀
衣
、
ピ
ア
ノ
・

須
山
由
梨
）
で
は
、
チ
ュ
ー
ブ
ラ
l
・

ベ
ル
（
佐
野
里
穂
）
が
加
わ
っ
て
牧

歌
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
ま
し
た
。

フ
ル

l

・・・・・・・・・・・・

ト
の
一
族
－
－
－

E
E掴
圃
・

（
ピ
ツ
コ
・
・
・
・
・
・
聞
幽
圃
閣
薗
・

口
、
ソ
プ
・
・
・
・
・
聞
温
園
開
園
・

ラ
ノ
、
ア
－
－
－
－
－
－

E・
罷
圃

ル
ト
、
パ
・
・
・
・
・
・
・
圃
凶
・

ス
の
四
・
・
・
・
・
・
閉
園
田
罵
幽
・

種
）
を
紹
・
・
・
・
・
開
駈
聞
圃
・

介
し
た
後
、
・
・
園
町
・
・
・
・
・
圃

ド
ピ
ュ
ッ

．．．．． EE
・E
・－－－
E

シ
l
作
曲
の
《
ア
ラ
ベ
ス
ク
》
を
フ

ル
ー
ト
専
攻
の
学
部
生
十
人
（
兵
頭

千
裕
、
佐
野
里
穂
、
浅
野
盆
常
利
、
演

悠
理
子
、
中
野
紗
耶
、
柴
山
聡
子
、

贋
瀬
紀
衣
、
山
川
美
和
、
北
山
佳
世
、

鈴
木
晴
子
）
が
、
ピ
ッ
コ
ロ
（
一
本
）
、

フ
ル
ー
ト
（
四
本
）
、
ア
ル
ト
・
フ
ル

ー
ト
（
一
一
本
）
、
パ
ス
・
フ
ル
ー
ト
（
一
二

本
）
と
い
う
編
成
で
演
奏
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
会
場
の
子
ど
も
た
ち
が

持
参
し
た
ベ
ッ
ト
・
ボ
ト
ル
を
吹
い

て
、
マ
ン
シ

l
ニ
作
曲
《
子
象
の
行

進
》
を
学
生
た
ち
と
一
緒
に
合
奏
し

て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
（
オ
ル
ガ

ン
・
須
山
由
梨
）
。

終
演
後

の
体
験
コ

ー
ナ
ー
で

は
、
学
生
た

ち
の
指
導

の
下
、
子
ど

も
た
ち
が

次
々
と
フ

ル
ー
ト
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
の
会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

お
客
様
か
ら
「
フ
ル
ー
ト
の
こ
と
が

よ
く
わ
か
っ
た
」
「
色
々
な
時
代
の
フ

ル
ー
ト
の
演
奏
が
聴
け
て
よ
か
っ

た
」
「
ベ
ッ
ト
・
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
み

ん
な
で
演
奏
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
「
い
い
音
を
生
で
聴
け
る
こ
の
企

画
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
興
味

と
音
楽
の
歓
び
を
広
げ
る
よ
う
な
コ

ン
サ
ー
ト
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

¥ i立

山い＇ J.
r~＼；，·勺

ダ苧
Z玄J時（

津
上
智
実
・
記
）

ク
ゲ
叉
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

で院に l三リにン－・E ・－・E ・－・E ・－場一三のとスて
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リ
l
向
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
一
人

の
作
曲
家
に
的
を
絞
り
、
そ
の
作
曲

家
か
ら
生
ま
れ
た
音
楽
を
ク
リ
ス
マ

ス
の
曲
と
と
も
に
演
奏
す
る
こ
と
で
、

よ
り
身
近
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
感
じ
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
を
テ
1
7
に
選
び
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ト
l
ン
・
チ
ャ

イ
ム
の
音
色
で
開
演
し
ま
す
。
一
曲

目
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
劇
《
フ
イ

ガ
ロ
の
結
婚
》
よ
り
〈
序
曲
〉
。
こ
の

有
名
な
曲
を
歌
の
ス
キ
ヤ
ツ
ト
と
フ

ル
ー
ト
、
一
一
台
の
ピ
ア
ノ
で
演
奏
し

て
幕
を
開
け
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に

も
分
か
り
ゃ
す
い
よ
う
に
、
映
像
を

E
B
E
B
E
E
－－

B
使
っ
て
進
め

・
・
・
・
圃
圃
・
・
・
・
ま
し
た
。
モ
l

’g圃E
↑
わ
幽
・
固
ツ
ア
ル
ト
に

～
圏
全
守
困
・
・
興
味
を
も
っ

－
－

E円
園
田
函
・
園
て
も
ら
え
る

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ょ
う
、
「
次
の

圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
曲
は
モ

l
ツ

・
圃
・
・
F
圃
・
・
・
・
ア
ル
ト
が
何

・
・
・
開
幽
・
・
・
・
歳
の
時
に
作

っ
た
で
し
ょ
う
か
つ
」
と
い
っ
た
質

問
や
、
楽
器
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
も
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随
所
に
交

え
ま
し
た
。

常
に
お
客

様
の
反
応

を
意
識
し

な
が
ら
進

め
る
こ
と

で
、
講
堂
と

い
ト
フ
山
広
い

場
で
も
、
観

客
と
の
距
離
を
縮
め
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
た
。

続
い
て
、
同
じ
く
《
フ
イ
ガ
ロ
の

結
婚
》
か
ら
の
ア
リ
ア
〈
恋
と
は
ど

ん
な
も
の
か
し
ら
〉
、
ク
リ
ス
マ
ス
曲

の
〈
そ
り
す
べ
り
〉
〈
ジ
ン
グ
ル
・
ベ

ル
〉
と
進
み
、
歌
劇
《
魔
笛
》
よ
り

〈
魔
法
の
す
ず
〉
を
演
奏
し
ま
し
た
。

こ
の
曲
で

は
チ
エ
レ

ス
タ
と
水

笛
も
取
り

入
れ
ま
し

た
。
耳
新
し

い
音
に
子

ど
も
た
ち

は

興

味

津
々
で
す
。

こ
の
曲
の

有
名
な
フ
レ
ー
ズ
を
、
歌
い
方
講
座

を
交
え
つ
つ
、
会
場
の
み
ん
な
で
歌

い
ま
し
た
。

歌
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
集
中
力
が

高
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
二
台
ピ
ア
ノ

に
よ
る
〈
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ

ハ
ト
ム
ジ

l
ク
〉
、
声
楽
と
フ
ル
ー
ト

か
ら
始
ま
る
〈
も
み
の
木
〉
を
演
奏
。

次
は
フ
ル
ー
ト
に
よ
る
〈
き
ら
き

ら
星
変
奏
曲
〉
で
す
が
、
演
奏
の
前

に
、
〈
き
ら
き
ら
星
〉
を
歌
い
な
が
ら

音
程
を
ハ
ン
ド
・
ジ
エ
ス
チ
ャ

l
で

示
す
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
子
ど
も
た

ち
と
し
ま
し
た
。
シ
ン
プ
ル
な
作
業

で
す
が
、
会
場
の
み
ん
な
が
し
っ
か

り
と
表
現
し
て
く
れ
た
の
で
、
そ
の

後
の
変
奏
曲
の
変
化
を
よ
り
よ
く
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
〈
ト
ル
コ
行
進
曲
〉
へ
と

続
き
ま
す
。
誰
・
・
・
・
・
E
固目

も
が
聞
い
た

．
．
．
．
．
．
 温
風
圃

こ
と
の
あ
る
・
・
園
切
羽
み
た
4
0

腰

こ
の
メ
ロ
デ
・
・
圃
E
．
，

vv
同

イ
l
。
今
回
は
、
・
圏
宮
司
盆

左
手
の
伴
奏

．．
 醜
聞
開

W
J
J

が
刻
む
リ
ズ
・
圃
明
治
溜
繍

ム
に
注
目
し
・
・
開
園
・
臨

ま
し
た
。
こ
の

．
．
．
．
．
．
．
 

リ
ズ
ム
に
言
葉
を
あ
て
は
め
、

手
拍

子
な
ど
を
交
え
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
行
い
ま
し
た
。
小
学
生
以
上
の
第

二
部
で
は
、
異
な
る
リ
ズ
ム
・
パ
タ

ー
ン
も
取
り
入
れ
て
、
難
度
を
あ
げ

ま
し
た
。
コ
ロ
コ
ロ
と
入
れ
替
わ
る

リ
ズ
ム
、
ど
ん
ど
ん
速
く
な
る
ス
ピ

ー
ド
に
、
会
場
は
大
歓
声
で
し
た
。

次
に
一
転
し
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

柵
捌
酬
圃

l
a－
－
の
祈
り
の
曲

爾
吋
揃
蝿
聴
心
温
・
圃
〈
ア
ヴ
ェ
・
ヴ

開
明
院
僻
齢
．
ェ
ル
ム
・
コ
ル

・
田
園
劃
匝
・
・
・
・
プ
ス
〉
を
オ
ル

・
・
・
開
消
却
細
目
・
ガ
ン
の
伴
奏

・
・
・
・
・
眼
阪
幽
・
で
演
奏
し
、
厳

．
．
．
．
．
．
．
．
．
 
か
な
雰
囲
気

を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
み
ん
な
の
大
好
き
な
ク

リ
ス
マ
ス
曲
を
メ
ド
レ
ー
で
一
緒
に

歌
っ
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

終
演
後
は
、
お
客
様
の
う
れ
し
そ

う
な
顔
や
声
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
改
め
て
こ
こ
で
コ
ン
サ
ー

ト
、
が
で
き
た
こ
と
に
対
し
て
、
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

何
よ
り
、
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
の
お
蔭
で
演
奏
に
集
中
で
き

ま
し
た
し
、
津
上
先
生
を
は
じ
め
先

輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
大
き
な
助
け

と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
後
、
人
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
る
こ
と
の
有
り

難
み
を
ひ
し
ひ
し
と
実
感
し
て
い
る

中
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
こ

の
経
験
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
「
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
ち
ょ
う
ち
ょ
」
の
音
楽

を
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
届
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
西
村
遥
子
・
記
）
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学
外
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

丘
ハ
憧
宜
〈
病
院

九
月
二
十
八

日
（
水
）
、
国
立

病
院
機
構
兵
庫

中
央
病
院
（
三

田
市
大
原
一
三

一
四
）
で
の
オ

l
タ
ム
・
コ
ン

サ
ー
ト
（
四
十

五
分
）
に
出
演
し
ま
し
た
（
芦
楽
・

井
上
美
和
、
フ
ル
ー
ト
・
佐
野
里
穂
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
竹
田
早
希
、
ピ
ア

ノ
・
井
上
朝
葵
、
黒
川
彩
香
）
。

病
院
に
入
通
院
さ
れ
て
い
る
方
々

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
加
え
て
、
季
節

を
感
じ
さ
せ
る
日
本
の
歌
を
取
り
入

れ
、
一
緒
に
歌
っ
た
り
音
楽
に
合
わ

せ
て
体
を
動
か
し
た
り
、
お
客
様
に

も
参
加
し
て
頂
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
構

成
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
で
エ

ル
ガ
l
〈
愛
の
あ
い
さ
っ
て
ピ
ア
ノ

独
奏
で
リ
ス
ト
〈
愛
の
夢
〉
を
演
奏
。

次
に
中
田
喜
直
〈
夏
の
思
い
出
〉
、
山

田
耕
符
〈
赤
と
ん
ぼ
〉
、
岡
野
貞
一
〈
ふ

る
さ
と
〉
と
日
本
の
歌
を
三
曲
演
奏

と し音通る懸さは手お 客八〈 演ぐと考て様をた三｜太 方し
う兵た楽しな命なあ拍客こ様大リ続奏れいえ下が動た番ツ郎続がた
ご庫。のてど歌いま子様のと〈ベいでたうたさ生かこ〉ア〈いーと
ざ中 力人、つ方りやの実一上ルてきり歌「っきしうをル情て緒こ
い央 のと音てが声、暖習緒を・ピるし詞幸た生て〉演ト熱グにろ
ま病 大の楽下ーを普かでに向タアよてもせりきもで奏 大ァ歌、
（し院 き繋をさ生出段いは歌い汽ノう、好な、とらは kヲ摩イつ予
黒ts.の さか 、いて三連に私評らま楽い歌 ル、オて非同
Jリu皆 をりマ~：1：ι再 j ま歩、く弾なたで笑たしまに韮 l フリ下以、
彩 様 再を長斗起ギ討しこ最でりち、い自そし合せトルンさ上
香 、 確深騒謹姐臨書面躍だう後ピまも怒ま分うたわな協 lでいに
あ 認く瞳輔薗直書国軍 〉にアし楽張したに。せら奏ト葉ま多
芭 り し感輔圃圃圃毘轟圃 を中ソ宅しがfち歌おて手曲で加しく
が まじ・・・隈賢盤強．．． お村ラ くほ ζ でつ客体を第モ瀬たの

夙
川
幼
稚
園

十
一
月
十
日
（
木
）
、
西
宮
市
立
夙

川
幼
稚
園
（
西
宮
市
松
ケ
丘
町
九
の

二
十
三
）
の
「
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
（
一
一

十
五
分
、
二
回
公
演
）
に
出
演
し
ま

し
た
（
声
楽
・
高
井
菜
摘
、
ピ
ア
ノ
・

松
本
未
来
、
下
麻
呈
子
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
・
竹
田
早
希
）
。

な
じ
み
の
あ
る
曲
を
聴
い
て
も
ら

い
な
が
ら
、
楽
器
や
体
か
ら
音
が
出

る
仕
組
み
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を

目
標
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
で
エ

ル
ガ
l
〈
愛
の
挨
拶
〉
を
弾
い
た
後
、

山
田
耕
符
の
〈
赤
と
ん
ぼ
〉
を
歌
い
、

そ
こ
か
ら
声
の
出
る
仕
組
み
を
考
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
喉
に
手
を
当
て

て
声
帯
の
動
き
を
感
じ
て
も
ら
っ
た

後
、
〈
幸
せ
な
ら
手
を
叩
こ
う
）
を
皆

で
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ

を
加
え
て

歌
い
ま
し

た
。
幼
稚

園
児
を
対

象
と
す
る

二
回
目
の

公
演
で
は
、

正三＝ョ＝亘画風

時ぬい子吋 ＼ft

私
た
ち
が
言
う
前
に
喉
が
震
え
て
い

る
と
見
つ
け
出
し
て
く
れ
る
子
も
い

ま
し
た
し
、
分
か
っ
た
時
に
は
皆
と

て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
（
一
回
目

は
地
域
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
参
加

親
子
が
対
象
）
。

次
に
、
ピ
ア

ノ
独
奏
で
ブ

ル
グ
ミ
ユ
ラ

l
（
貴
婦
人
の

乗
馬
〉
、
声
楽

と
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
と
ピ
ア

ノ
で
〈
昼
に
願

い
を
〉
を
演
奏
。
最
後
は
、
変
奏
曲

の
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
た

め
に
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
〈
き
ら
き

ら
星
変
奏
曲
〉
を
部
分
演
奏
し
た
後
、

一
回
目
は
〈
き
ら
き
ら
昼
〉
の
歌
を

皆
で
歌
い
、
二
回
目
は
そ
こ
に
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
を
加
え
て
歌
い
ま
し
た
。

知
っ
て
い
る
曲
だ
っ
た
の
で
、
子
ど

も
た
ち
の
方
か
ら
自
然
と
「
き
ら
き

ら
」
の
部
分
で
手
の
動
き
、
が
出
て
き

た
の
で
、
私
た
ち
も
ア
ド
リ
ブ
で
取

り
入
れ
て
子
ど
も
た
ち
と
打
ち
解
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
竹
田
早
希
・
記
）
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春
働
幼
稚
園

十
月
二
十
一
日
（
金
）
、
西
宮
市
立

春
風
幼
稚
園
（
西
宮
市
今
津
野
田
町

三
の
六
）
で
園
児
を
対
象
と
す
る
「
秋

の
コ
ン
サ
ー
ト
」
（
四
十
分
）
を
行
い

ま
し
た
（
ピ
ア
ノ
・
黒
川
彩
香
、
下

麻
里
子
、
フ
ル
ー
ト
・
佐
野
里
穂
、

声
楽
・
宣
向
井
菜
摘
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
・
リ
ー
ダ
ー
－
奥
野
い
と
し
て

今
回
は
演
奏
に
加
え
て
、
後
半
に

園
児
た
ち
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
皆

で
曲
を
作
り
上
げ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
前
半
は
演
奏
コ
ー
ナ
ー
で
、
曲
の

説
明
を
短
く
入
れ
な
が
ら
、
声
楽
で

〈
赤
と
ん
ぼ
〉
、
フ
ル
ー
ト
で
ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
の
〈
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
〉
、
ピ

ア
ノ
で
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
〈
ミ
ン
ス
ト

E
S
E
E－
－
－
－
－
－
－
レ
ル
〉
、
ア
ン

凶
山

J
J・
－
－
－
サ
ン
プ
ル
で

．
．
．
．
 縮
幽
置
圃
・
〈
星
に
願
い

・
・
・
・
聞
鴎
叫
圃
帽
を
〉
の
四
曲
を

－－－－
E

’u圃演
奏

し

ま

し

．
酒
圃
・
開
園
wi
－
－
た
。

・
・
・
・
・
圃
県
凶
・
後
半
は
ア

．， 
．． 
，
司
」
濁

a・
・
ク
テ
イ
ピ
テ

イ
・
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
「
み
ん
な
で
曲

を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」
と
題
し
て
、

〈
幸
せ
な
ら
手
を
叩
こ
う
〉
に
新
し

い
歌
詞
を
考
え
ま
す
。
園
児
を
四
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー
プ

で
意
見
を
出
し
合
っ
て
「
幸
せ
な
ら

何
を
す
る
か
」
を
皆
で
考
え
、
「
幸
せ

な
ら
O
O」
と
歌
詞
を
作
っ
て
、
そ

れ
に
合
わ
せ
た
動
き
も
考
え
、
、
グ
ル

ー
プ
毎
に
発
表
し
ま
し
た
。
同
じ
曲

で
も
、
園
児
か
ら
出
た
意
見
を
吸
い

上
げ
て
作
っ
た
歌
詞
は
四
つ
の
グ
ル

ー
プ
で
全
て
異
な
り
、
同
年
齢
で
も

全
く
違
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
だ

－
E

’a
H－
E
・
E
・
－
と
実
感

－－－
B
匪
E

’a圃・
・
聞
さ
せ
ら

・
・
圃
圃
聞
岱
匝
・
聞
れ
ま
し

圃
・
圃
降
・
凶
幽
圃
・
・
・
聞
た

・
・
・
園
酒
岡
正
圃
園
田
今
回

一
圃
・
・
回
開
幽
曙
J
L幽
闘
は
幼
稚

・
・
・
陽
園
開
盛
岡
司
岨
．
耐
園
で
の

－－E
・
・
・
・
・
聞
幽
・
闘
初
め
て

額
一

i
L郎
副
々
、
必
闘
の
実
習

亡

＼
j

一一

1
圏

司

一

舗

で

、

園

児
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
歌
詞
を
作

る
と
い
う
難
題
も
あ
っ
て
悪
戦
苦
闘

し
ま
し
た
が
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

（
高
井
莱
摘
・
記
）

担
Cj) 
医
療
セ
ン
中タ
央 l

; 
病
院

十
一
月
十
七
日
、
神
戸
市
立
医
療

セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
（
神
戸
市

中
央
区
港
島
中
町
四
の
六
）
の
院
内

コ
ン
サ
ー
ト
で
実
習
を
し
ま
し
た

（
ピ
ア
ノ
・
松
本
未
来
、
田
市
川
彩
香
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
竹
田
早
紀
、
フ
ル

ー
ト
・
兵
頭
千
裕
、
声
楽
・
井
上
美

和
、
高
井
菜
摘
、
奥
野
い
と
し
て

今
回
の
テ
l
マ
は
「
様
々
な
国
の

愛
の
曲
」
。
国
に
よ
っ
て
表
現
の
異
な

る
愛
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

E
・
E
・－
E
開・

E
目
指
し
て
、
ア

圃
・
・
・
・
・
田
園
周
幽
ル
デ
ィ

l
テ
ィ

・
田
園
聞
欄
歯
．． 

作
曲
〈
イ
ル
パ

・
圃
箇
・
園
・
置
圃

l
チ
ヨ
〉
（
声
楽
、

・
置
・
聞
置
田
園
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

－－
E
－E
E
ピ
ア
ノ
）
の
華

・
・
・
圃
剛
闘
阻
留
や
か
で
情
熱
的

E
E
E
E
E
E－
－
な
イ
タ
リ
ア
の

愛
を
導
入
に
、
フ
ォ
ー
レ
の
オ
ペ
ラ

《
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
》
よ
り

〈
シ
シ
リ
エ
ン
ヌ
〉
の
悲
し
み
を
秘

め
た
美
し
い
フ
ラ
ン
ス
の
愛
を
フ
ル

ー
ト
で
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲
〈
パ

ラ
の
リ
ボ
ン
〉
の
濃
厚
な
ド
イ
ツ
の

愛
を
声
楽
で
演
奏
し
ま
し
た
。

次
に
、
秋
の
曲
と
し
て
山
田
耕
符

作
曲
〈
赤
と
ん
ぼ
〉
を
演
奏
し
、
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
岡
野
貞
一
作

曲
〈
も
み
じ
〉
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

歌
い
ま
し
た
。
チ
ヤ
イ
コ
ア
ス
キ
ー

の
《
四
季
》
よ
り
〈
十
一
月
、
ト
ロ

イ
カ
〉
で
は
ロ
シ
ア
の
晩
秋
の
雰
囲

気
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
愛
の
曲
に

圃－－－－－－
E
戻
っ
て
、
愛
ら

醤
園
・
・
・
・
・
・
E

し
く
美
し
い
エ

～
圃
・
・
圃
・
悶
薗
ル
ガ
l
の
〈
愛

置
園
・
・
園
・
閤
闘
の
挨
拶
〉
、
最
後

－－－－－
E
匪
園
圃
は
美
空
ひ
ば
り

・
・
・
・
門
出
回
園
田
メ
ド
レ
ー
で

・
・
・
・
・
園
田
・
〈
愛
燦
燦

1
川

づ

・
・
・
・
圃
碩
断
・
の
流
れ
の
よ
う

に
〉
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
っ
て
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

今
回
、
病
棟
が
新
築
さ
れ
て
、
会

場
は
立
派
な
講
堂
で
し
た
。
予
想
以

上
に
広
い
空
間
で
、
緊
張
し
て
段
取

り
が
上
手
く
い
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
涙
を
流
し
な
が
ら
聴

い
て
下
さ
る
方
や
、
体
調
が
悪
い
の

に
笑
顔
で
歌
っ
て
下
さ
る
方
も
あ
っ

て
、
感
動
し
ま
し
た
。
最
後
の
お
見

送
り
で
も
、
お
客
様
か
ら
う
れ
し
い

言
葉
や
拍
手
を
頂
き
ま
し
た
。

（
奥
野
い
と
し
・
記
）



吾
雷
管
学
園
小
学
校

でオラよ《 l独てナ連 ・・・・・....－・園開 松ピ希ま対一小
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喜三日伝；りf！：製薬；f；田空
か《アワよみスチをを楽し香摘回行ス三学
せリノルり割キヤテ感のて、、早いを t 園

ク
〈
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
〉
第
百
一
一
十

六
番
を
ピ
ア
ノ
独
奏
で
、
映
画
《
若

草
の
頃
》
の
挿
入
歌
で
使
わ
れ
た
〈
あ

な
た
に
さ
さ
や
か
園
・
・
・
圃
・
・
・

園－・・ηサ
寸
義
氏

E

・E・－－－

な
ク
リ
ス
マ
ス
語
凋

B
E－
－
圃
圃

を
〉
を
独
唱
で
、
讃

j
j議
剛
阻

エ
ル
ガ

l
〈

愛

の

・

l

d
削
幽

川

J
u
f
u
M

圃

挨
拶
〉
を
ヴ
ア
イ
で
…
ご
一
畿
圏

オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
圏
一
、
山
齢
睡

で
演
奏
し
、
最
後
画
一
関
谷

．．．
 

に
〈
き
よ
し
こ
の
夜
〉
〈
ジ
ン
グ
ル
・

ベ
ル
〉
を
ク
ラ
ス
全
員
と
一
緒
に
歌

い
ま
し
た
。

一ア

1
7
で
掲
げ
た
「
音
楽
の
リ
ズ

ム
」
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
各

曲
の
特
徴
的
な
リ
ズ
ム
（
ワ
ル
ツ
、

サ
ラ
バ
ン
ド
、
ハ
パ
ネ
ラ
、
変
拍
子
、

四
拍
子
、
シ
ン
コ
ベ

l
シ
ヨ
ン
等
）

を
紹
介
し
て
、
手
拍
子
や
指
揮
の
振

り
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
打
ち
な
ど
で
リ

ズ
ム
を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

変
拍
子
の
リ
ズ
ム
の
飲
み
込
み
の
速

さ
に
、
学
園
の
音
楽
教
育
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
実
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

（
井
上
朝
葵
・
記
）

履
修
生
紹
介

四
苧
告
（
十
期
生
）
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

／

J

＼
 

井
上
美
和
（
声
楽
）

i
t匪
F

病
院
で
愚
者
様
と

へ
喜
一
目
島
竃
咽
一
緒
に
「
幸
せ
な

N
M－
B
同

租

喝

ら

手

を

た

た

こ

aa－－
R
B
ぅ
」
を
歌
っ
て
笑

4a・
・
・
罰
苅
っ
た
こ
と
、
コ
ン

サ
ー
ト
で
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に

演
奏
に
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
は
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
実
習
を
通
し
て
、
多
く

の
方
が
音
楽
を
必
亜
主
と
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
、
そ
の
よ
う
な
場
で
演
奏
で

き
て
幸
せ
で
し
た
。
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。

井
上
朝
葵
（
ピ
ア
ノ
）

ア
ウ
ト
リ
l
チ
は

W

普
段
学
校
で
は
学

帽
べ
な
い
様
々
な
演

明
奏
ア
プ
ロ
ー
チ
を

追
求
で
き
る
有
意

義
な
授
業
で
し
た
。
ホ
ー
ル
で
演
奏
す

る
以
外
の
音
楽
の
表
現
は
様
々
で
、
実

際
に
施
設
等
へ
の
実
習
演
奏
は
本
当
に

実
り
の
あ
る
体
験
で
し
た
。
目
的
と
意

志
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
決
定
か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
計

画
の
設
定
な
ど
の
過
程
が
非
常
に
楽
し

く
、
音
楽
と
い
う
も
の
は
相
手
に
聴
い

て
も
ら
え
て
初
め
て
成
立
す
る
も
の
だ

と
改
め
て
実
感
で
き
ま
し
た
。

黒
川
彩
香
（
ピ
ア
ノ
）

；
生
E
E

ア
ウ
ト
リ
l
チ
で

し
凶
閑
幽
明
〆
〆
は
、
相
手
の
立
場

基
－

E
E
を
考
え
思
い
や
る

2
J
圃
岬
大
切
さ
を
学
び
ま

－

H

し
た
。
実
習
を
重

ね
る
中
で
、
聴
衆
に
楽
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
準
備
段
階
で
の
話

し
合
い
や
本
番
で
の
メ
ン
バ
ー
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
同
じ
く
ら
い
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
実
習
を
終
え
る

度
に
反
省
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、

自
分
の
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。
ア
ウ

ト
リ
l
チ
の
授
業
に
は
、
今
ま
で
勉
強

し
て
き
た
音
楽
を
社
会
の
中
で
ど
の
よ

う
に
役
立
て
る
か
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
実
習
を
通
し
て
実
感
し
て
下
さ

し
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松
本
未
来
（
ピ
ア
ノ
）

私
は
こ
の
授
業
を

L
隆
盛
B

，F
通
し
て
音
楽
で
人

A
h
a
a－－
F

と
関
わ
る
こ
と
が

着
手
園
長
険
圃
聞
い
か
に
難
し
い
か

｛

i
－7
・
苅
を
知
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
客

さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
工

夫
す
る
の
は
考
え
て
い
た
よ
り
も
難
し

い
も
の
で
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
工
夫

の
仕
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
今
後
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
有
意
義

な
も
の
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。



奥
野
い
と
し
（
声
楽
）

「

私

は

、

ア

ウ

ト

リ

ー
制
翻
開
？

l
チ
を
通
し
て
多

重－

h組
組
閣
情
く
の
こ
と
を
学
び

a－
－
－
開
閉
ま
し
た
。
リ
ハ

I

da－
－
欄
吋
サ
ル
で
の
時
間
の

使
い
方
、
緊
張
の

中
で
の
演
奏
や
司
会
進
行
の
難
し
さ
、

ど
う
す
れ
ば
聴
衆
と
の
壁
を
な
く
し
て

一
緒
に
音
楽
を
作
っ
て
い
け
る
か
等
、

本
番
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
準
備
期
間

の
時
間
の
大
切
さ
や
、
一
を
伝
え
る
た

め
に
は
十
も
二
十
も
勉
強
す
る
必
要
が

あ
る
な
ど
、
当
た
り
前
だ
け
れ
ど
、
実

行
が
難
し
い
重
要
な
こ
と
を
学
べ
ま
し

た
。
失
敗
も
多
か
っ
た
け
れ
ど
、
感
動

や
発
見
も
多
い
一
年
に
な
り
ま
し
た
。

高
井
菜
摘
（
声
楽
）

私
に
と
っ
て
ア
ウ

府
ト
リ
ー
チ
は
毎
回

’
が
発
見
で
、
と
て

司
も
新
鮮
な
も
の
で

司
し
た
。
「
何
を
知
つ

て
も
ら
い
た
い
か
、

伝
え
た
い
か
」
を
考
え
プ
ロ
グ
ラ
ム
構

成
を
作
成
し
た
り
、
和
文
和
訳
し
た
M

C
台
本
を
作
っ
た
り
、
初
め
て
の
経
験

を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。
毎
回
反
省
点

も
多
く
出
ま
し
た
が
、
自
分
自
身
ア
ウ

ト
リ

l
チ
を
履
修
し
て
大
き
く
成
長
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
変
な
こ
と

も
多
か
っ
た
で
す
が
、
こ
の
授
業
で
し

か
学
べ
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

ア
ウ
ト
リ
l
チ

Fe

の
授
業
で
、
コ

監

修

ン

サ

l
ト
の
時

刻
蟻
間
内
で
の
伝
え

癒
明
方
や
案
を
考
え

ー

た

り

、

演

奏

の

質
を
向
上
さ
せ
る
期
間
な
ど
、
限
ら
れ

た
時
間
で
ど
こ
ま
で
出
来
る
か
を
学
ん

だ
り
し
ま
し
た
。
常
に
時
間
を
計
算
し

て
予
定
を
立
て
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自

分
の
考
え
の
甘
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
内
肉
的
だ
っ
た
私
が
様
々
な
方

と
触
れ
合
う
こ
と
で
積
極
的
に
発
信
し

た
い
と
も
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
色
々

な
面
で
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

竹
田
早
紀

（？ 
ピ
ア
ノ
川
本
葉
月
、
熊
谷
瑞
希

中
村
芽
生
、
山
端
誠

白
井
万
那
、
祐
成
麻
奈
未

山
本
麻
偉
、
山
下
梨
乃

声
楽初
回
朋
美
、
石
井
麻
貴

松
田
彩
起
子
、
米
津
典
子

フ
ル
ー
ト

演
悠
理
子

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

藤
井
美
波
、
鶴
房
采
花

チ
ェ
ロ
湯
浅
亜
佑
美

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ク
リ
エ
イ
シ
ヨ
ン

吉
田
梨
絵

一
A
Wチ
ン
グ
・
ア
プ
ス
タ
ジ
ト
紹
介

東
瑛
子
（
本
学
大
学
院
音
楽
研
究
科

！

t
f

一
一
年
生
）

組
闘
関
関
以
B
E
W

今
年
度
の
「
音

盤
・
・
・
・
・
園
瀬
楽
に
よ
る
ア

績
回
国
圃
薗
・
・
可
ウ
ト
リ

l
チ

2
j
J
1
；

（

実

習

）

」

の

テ
ィ

i
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

し
て
履
修
生
と
関
わ
る
中
、
私
は
音

楽
が
持
つ
「
つ
な
ぐ
」
力
に
つ
い
て

考
え
続
け
ま
し
た
。
音
楽
家
と
し
て

の
み
な
ら
ず
、
私
達
は
各
々
が
違
っ

た
個
性
や
特
性
を
持
ち
ま
す
。
音
楽

と
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
別
々

の
個
性
と
特
性
を
「
つ
な
ぐ
」
た
め

に
、
皆
さ
ん
に
は
開
か
れ
た
対
話
を

広
く
求
め
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す。
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ZOJJ年鹿実習履歴

口
H
口
H
口
μ
ロ
μ
口
H
口
μ
口
H
口
μ

内
喝

u
n，
白
「
円

υ
噌

1
4
n
H
v
n

，・n
H
V
「町
U

2
1
2
1
1
1
1
 

円
刀
同
月
円
刀
円
刀
円
刀
円
刀
円
月
円
刀

7
9
0
0
1
1
2
2
 

1
1
1
1
1
1
 

（士） 子どものための七夕コンサート
（水） 国立病院機構兵庫中央病院アウトリーチ
（土） 子どものためのスペシャル・コンサート
（金） 西宮市立春風幼稚園アウトリーチ
（木） 西宮市立夙川幼稚園アワトリーチ
（木） 神戸市立医療センター中央市民病院アウトリーチ
（土） 子どものためのクリスマス・コンサート
（木） 雲雀丘学園小学校アウトリーチ

浪号向前知句世
（過信第20号 2012年9自発行予定）

J子ど毛c;)fetl)c;)七夕コンサート
J卒業生ぬ活動

をぬ他

子~'6c;)feめぬ
，，，，~マス・コンサート

企画案老公募し審可1
(6目末日応募締切）

『音楽による？ウト吋ー千』既習生を

中心とするゲIL一一z芭ぬ企画を募集し苦告す。

詳細I害後日HPにZ発表1

音楽を蔚届けし号告す！! 

「アウトリ チ」とは、 「歩踏み出すこと」 「手をさしのべること」。

大学やホールといつだ従来の枠12とらわれず巴、社会のさまざまな場巴すてきな音謀。プログラムをお届けします0

9小中学校ヘ 総合的学習支援プログラムとして、 企病院や美術館へ・催しの趣旨巴沿っ左手作りの音楽

三子どもの定めの楽しい体験学習を l プログラムを、心をこめてお届けします。

お問い合わぜは
神戸女学院大学音楽学部アウトリ チ・センタ （月～金 10 00～15 : OC) 
干662-8505西宮市岡田山41 TEL: 0798 51 8584 F必〈・079851 8551 
E-mail outreach②mail.kot，γc ac.jp htto://www.kobe-c.ac.jp/musicdo/outreach/ 

編集後記
10期生が卒業となりましだ。来年度ち頑張ってまいります！寺津

コンサー卜のお申込がメ ルでも出来るよう巴はりました。来年度もよろしくお願いします。三上

怒濡の 1年でしだ…ひとりてんてこまい続行中です 1来年度もがんばります！藤野

7ウトリ チの授業を始めて 10年巴なりました。次なるステりプをめざします。津上
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